
                                    平成 29 年 9 月 28 日 

 日本ペストロジー学会 会員各位 

                                     日本有害生物研究会 

                                     会 長 金 山 彰 宏 

第 30 回有生研フォーラムのご案内 

 日本有害生物研究会では第 30 回有生研フォーラムを下記のとおり開催することになりました。日本ペ

ストロジー学会会員の皆様にも多数ご参加いただきたく、ご案内いたします。 

記 

１．日 時：平成 29 年 10 月 28 日（土） 13:30～16:50 

２．場 所：日本環境衛生センター東京事務所 

         （港区新橋 2-3-14 エディフィチオ・ト－コ－７F702 号室） 

       TEL:03-5405-4177 FAX:03-5405-4178 

       アクセス：都営大江戸線・ユリカモメ「汐留駅」10 番出口より徒歩 3 分 

            JR・都営浅草線・東京メトロ「新橋駅」烏森口より徒歩 5～7 分 

            都営浅草線・東京メトロ「大門駅」A2 出口より徒歩 7 分 

３．第 30 回有生研フォーラム（13:30～16:50） 

  （参加費：会員は無料、非会員は 1,000 円。 

   尚、当日の入会を歓迎致します。年会費は 3,000 円です） 

講 演Ⅰ 

 座長：秦  和寿 氏（元・東京都衛生局）13:30～14:50 

 演題：「カベアナタカラダニとコウモリノミの生態について」    

  講師：大野 正彦 氏（元・東京都健康安全研究センター）    

         （講演13:30～14:30、質疑応答14:30～14:50） 

講 演Ⅱ 

 座長：橋本 知幸 氏（日本環境衛生センター）15:00～16:50 

 演題：「イヌ・ネコを感染源とする寄生虫症」  

  講師：内田 明彦 氏（麻布大学名誉教授・現ヤマザキ学園 

            大学教授） 

        （講演 15:00～16:30、質疑応答 16:30～16:50） 

４．懇親会：17:30～  ニュー新橋ビル 2 階（新橋ＳＬ広場前） 

 十米（じゅうべい）TEL：03-6268-8686.  

☆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☆ 

 ＊会場の都合上、参加希望の方は、10 月 20 日（金）までに、事務局（佐藤英毅）宛 FAX:044-288-5016 または 

   E-mail:sato-hd@jesc.or.jp までお申し込み下さい。 

 ＊当日、フォーラム終了後は恒例により懇親会を行います。会費は毎回 3,000 円前後です。 

フォーラム申し込みと同時に懇親会の出欠についてもお知らせ下さい。 

＊会誌「有害生物」15 号の原稿を募集しております。有害生物に関連した総説、論文、報告や随筆など、  

 振るってのご投稿お待ち致します。執筆要綱は会誌第 14 号 116 頁に掲載されています。発行は 5月を  

 予定しており、投稿締切は 11 月末となっています。叢書などの他、ご相談は色々受け付けております。 

＊会誌のバクナンバーをご希望の方は別紙 1･2 参照の上お申し込み下さい。送料は宅配便の着払いです。 

ﾆｭｰ新橋ﾋﾞﾙ

2Ｆ 十米

 



ﾆｭｰ新橋ビル 

懇親会２F 十米 
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                                 １７０９２６ 

各 位 

                                日本有害生物研究会 

                                会 長 金 山 彰 宏 

 

日本有害生物研究会会報「有害生物」の在庫処分について（運用） 

 

 日頃、有害生物研究会の発展にご尽力いただき感謝申し上げます。 

 会誌も 14 号を発行するに至りました。これまで、1 冊 1,000 円にて販売する他か、国会

図書館への納本をはじめ公的機関 4 所への寄贈も行っておりますが、在庫が年々増加して

保存場所に苦慮するようになりました。そこで 2017 年度の総会にて、在庫の保管は各号

20 部とし、発行後 3 年を経過したものは会員優先にて無償で頒布することが議決されまし

た。有生研の会員へは有害生物 14 号にて周知されたところですが、未だ残余があり、会員

外の皆様にも頒布できる段階になりましたので、ここに広くお知らせするところです。 

                  記  

 １）会誌「有害生物」は、これまでどおり 1 冊 1,000 円で販売することを基本とするが、 

   発行後 3 年を経過したものについては、20 部を保存して他は無償にてお分けする。 

   ただし、送料は宅配便の着払い等でご負担していただきます。 

 ２）11 号以降も順次、上記の配布対象としまう。 

 ３）尚、図書館等の公的機関への贈呈については、上記の頒布方法によりませんので、 

   事務局までご連絡をお願致します。 

 ４）新入会員については、前号を贈呈致し、積極的に入会を推進します。 

 ５）残余分は下記の通りです。逐次配送し、在庫分がなくなり次第終了と致します。 

   叢書（１）、（２）についても、著者の栗原毅会員のご厚意により、同様の扱いと 

   させていただきます。 

    No.1：42 部、 No．3：8 部、 No5：37 部、 No.7：35 部、 No.8：49 部、    

    No．9：36 部、No.10：36 部、叢書(1)：6 部、叢書(2)：30 部       

 

 ◎詳しくは、有害生物 12 号 89 頁からの総目次および分野別目次、14 号 113 頁を参照し

て下さい。 

 お問い合わせ等、ご連絡は下記へお願致します。 

  ＊210-0828 川崎市川崎区四谷上町 10 番 6 号  

   （一財）日本環境衛生センター 内 日本有害生物研究会事務局 

   TEL:044-288-4878   FAX:044-288-5010 

    担当：佐藤英毅、E-mail:sato-hd@jesc.or.jp 



日本有害生物研究会の創立１０周年を記念して、これまで発行した会報「有害生物、No.1～1２」の発
「有生研叢書、１，２」のタイトルを掲載しました。
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